








Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
東
洋
法
学
総
目
録
（
鞘
蜂
鑑
罷
喋
刻
八
六
年
）
論
　
　
説
・
研
　
　
究
学
問
の
自
由
…
…
法
の
適
用
…
…
：
ス
エ
ズ
運
河
の
紛
争
問
題
…
超
高
度
航
空
と
下
底
国
の
主
権
…
…
…
…
大
衆
民
主
主
義
に
お
け
る
政
党
と
圧
力
団
体
の
機
能
に
関
す
る
一
考
察
：
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
表
現
の
自
由
…
…
：
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
住
居
所
有
権
：
…
…
英
米
法
に
お
け
る
グ
ッ
ド
ウ
イ
ル
の
概
念
に
つ
い
て
…
－
イ
ギ
リ
ス
離
婚
法
…
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
…
ド
イ
ツ
に
お
け
る
月
賦
販
売
法
論
…
…
：
企
業
活
動
の
主
体
性
…
…
：
労
働
重
役
の
職
能
…
解
雇
と
争
議
行
為
…
…
…
・
労
働
争
議
戦
術
論
…
…
…
：
…
刑
事
事
件
に
お
け
る
判
決
前
調
査
に
つ
い
て
…
…
・
巻
　
号
　　　　　　　　サヘ　　　　　　　　　　　　　　　
二　倉り　慮壁二倉聾倉ぽ　倉亘　倉ぽ二倉球膚り　倉9　倉球　倉蔭　倉亘　禽壁　倉蛭　倉ロ
ー　干厚　干厚一干厚干肛　干琶　干u二干ぜ干旺　干ぽ　干琶　干u　干厚　干u　干u　干経
頁
　
　
一
　
三
三
　
四
七
　
七
五
　
九
七
二
五
一
四
三
一
六
三
一
九
｝
　
九
九
二
一
五
二
四
一
二
五
九
二
七
九
　
九
七
三
〇
七
三
三
　
　
一
三
二
九
：
清
三
二
：
郡
：
山
：
松
：
鎮
：
遠
－
三
－
森
：
荒
：
小
－
平
：
門
：
本
：
上
：
内
水野司崎岡西藤和井西尾田田村藤
虎
日
日喜晴八恒
雄治一一郎也
厚
之
助
一
　
博
　
　
達
貢
次
郎
清
　
治
賢
三
郎
信
　
男
尊
　
正
　
　
学
文
　
質
律
令
身
体
障
害
者
保
護
法
…
…
1
わ
が
古
代
救
悔
法
1
…
最
近
の
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
「
訴
訟
物
」
理
論
の
動
向
…
…
…
仮
登
記
の
効
力
…
…
ー
f
最
近
に
お
け
る
二
つ
の
最
高
裁
判
例
を
め
ぐ
っ
て
i
：
…
所
有
者
抵
当
の
構
成
に
つ
い
て
…
…
ー
ド
イ
ッ
民
法
を
中
心
と
す
る
一
考
察
ー
－
憲
法
第
二
十
五
条
の
生
存
権
を
具
現
化
す
る
法
体
系
の
理
論
…
不
正
競
争
法
序
説
…
・
法
の
解
釈
方
法
と
し
て
の
比
較
法
…
…
：
労
働
組
合
の
社
団
性
の
特
異
性
と
法
人
格
の
取
得
に
つ
い
て
…
…
…
…
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
営
業
秘
密
…
…
…
…
…
「
p
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
」
の
実
態
と
法
理
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
労
働
者
共
同
決
定
権
史
i
一
九
二
〇
年
経
営
協
議
会
法
の
成
立
と
そ
の
背
景
1
・
・
取
締
役
の
業
務
執
行
権
…
…
ー
ー
代
表
権
の
な
い
取
締
役
は
執
行
権
が
な
い
か
ー
ー
：
中
世
農
民
の
身
分
的
制
約
…
1
中
世
イ
ギ
リ
ス
身
分
法
史
の
基
礎
構
造
分
析
1
：
営
業
名
称
に
関
す
る
評
裟
鑛
o
融
に
つ
い
て
…
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン
・
冒
1
の
場
合
ー
：
憲
法
九
条
二
項
の
成
立
過
程
と
そ
の
憲
法
規
範
的
価
値
に
関
す
る
考
察
…
国
政
調
査
権
の
限
界
に
つ
い
て
…
…
民
事
紛
争
の
解
決
規
範
・
…
…
・
裁
判
別
居
の
機
能
…
…
…
…
ー
そ
の
離
婚
と
の
関
連
に
お
け
る
立
法
的
考
慮
ー
：
階
層
的
区
分
所
有
権
の
系
譜
…
…
…
…
認
諾
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
…
…
共
同
決
定
と
労
働
協
約
の
制
度
交
錯
に
つ
い
て
…
：
三
二
〇
二
　
一
二
　
一
二
　
一
一
『
一
一
｛
圭
～
二
嚇
一
一
至圭四四四四四四四四
二
一
四
九
八
三
二
七
　
　
一
二
七
二
七
四
七
六
九
　
　
一
二
七
六
三
　
　
一
七
一
　
　
一
二
九
八
一
　
　
一
三
二
四
九
八
三
一
〇
五
ぜ
．
。
禾
：
自
［
：
遠
：
一
二
：
清
：
山
：
高
：
本
：
山
：
本
：
門
：
藤
：
荒
：
山
：
清
：
中
・
∴
二
－
一
二
：
遠
…
臼
：
門
光
H1
藤和水崎木田崎田田崎井崎水条野田藤班ノ田
三
津
夫
和
　
雄
厚
之
助
一虎晴尊晴尊信文
博雄一武正一正男造
貢
次
郎
晴
　
一
虎
　
雄
　
　
博
昌
　
治
高
三
郎
厚
之
助
和
　
雄
信
　
男
シ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
合
法
性
…
…
：
国
政
上
の
直
接
民
主
制
度
併
用
に
関
す
る
考
察
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
特
に
衆
議
院
解
散
請
求
制
に
つ
い
て
ー
：
都
市
行
政
上
に
お
け
る
賎
民
集
落
の
存
在
形
態
：
…
　
　
　
　
　
ー
江
戸
・
弾
左
衛
門
囲
内
の
近
代
町
制
化
す
る
ま
で
の
場
合
1
ー
－
日
本
に
お
け
る
政
党
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
研
究
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
自
由
党
の
場
合
、
明
治
七
年
か
ら
明
治
十
年
ま
で
ー
：
諸
種
の
「
医
す
る
行
為
」
…
…
！
判
例
に
よ
る
f
…
…
…
二
次
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
ア
メ
リ
カ
争
議
理
論
の
一
側
面
i
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
理
の
発
展
…
…
…
…
ー
ア
メ
リ
カ
の
場
合
を
中
心
と
し
て
ー
：
立
憲
改
進
党
の
結
成
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
使
合
同
協
議
制
…
…
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
そ
の
範
囲
…
…
　
　
　
　
　
　
ー
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
法
的
問
題
点
！
：
自
由
党
の
解
党
…
…
…
…
…
…
…
…
。
…
…
西
ド
イ
ッ
労
働
組
合
運
動
と
共
同
決
定
権
…
…
不
正
競
争
法
序
説
8
…
…
・
江
戸
時
代
の
番
非
人
と
そ
の
欠
落
（
一
）
…
英
米
法
に
お
け
る
隔
地
者
聞
の
契
約
に
つ
い
て
…
…
：
不
正
競
争
法
序
説
口
…
江
戸
時
代
の
番
非
入
と
そ
の
欠
落
（
二
・
完
）
…
：
：
本
　
田
　
尊
　
正
－
清
　
水
虎
　
雄
：
荒
　
井
　
貢
次
郎
：
松
　
岡
　
八
　
郎
－
高
　
木
　
　
　
武
四
二
二
…
二
四
　
二
　
一
七
一
四
　
二
　
一
九
扁
四
　
二
　
二
〇
七
五
　
一
　
　
　
一
－
本
　
田
　
尊
　
正
三
二
和
一
博
－
松
　
岡
　
八
　
郎
－
門
　
田
　
信
　
男
⊥
二
：
松
：
門
：
山
：
荒
ー
森
：
山
：
荒
和岡田崎井崎井
五
　
一
　
　
壬
二
五
　
一
　
　
五
九
五
　
二
　
　
　
一
五
　
二
　
　
二
五
一
　
博
　
　
　
五
八
　
郎
　
　
　
六
信
　
男
　
　
　
六
晴
　
一
　
　
　
六
貢
次
郎
　
　
　
六
　
　
達
　
　
　
六
晴
　
一
　
　
　
七
貢
次
郎
　
　
　
七
　
　
　
三
一
二
二
　
　
五
五
噺
　
　
　
一
一
　
　
二
九
二
　
　
　
一
二
　
　
三
五
二
　
　
六
三
一
　
　
　
一
一
　
三
九
三
三
二
大
同
団
結
運
動
と
議
会
政
党
の
成
立
（
一
）
－
不
正
競
争
法
序
説
日
…
・
大
同
団
結
運
動
と
議
会
政
党
の
成
立
（
二
Y
…
意
匠
の
保
護
に
つ
い
て
…
…
意
匠
法
と
著
作
権
と
の
関
連
1
：
家
産
制
度
考
…
：
不
定
期
刑
に
つ
い
て
…
…
・
法
の
一
般
原
刑
に
つ
い
て
の
試
論
…
：
・
…
：
松
：
山
：
松
・
・
滝
：
角
：
吉
：
大
岡崎岡野田田沢
　
ー
国
際
驚
法
裁
判
所
規
程
三
八
条
一
項
の
⑥
を
中
心
と
し
て
の
国
際
法
の
法
源
理
論
へ
の
疑
問
ー
大
同
団
結
運
動
と
議
会
政
党
の
成
立
（
三
）
完
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
い
…
…
…
…
松
　
岡
蝦
疵
担
保
の
効
果
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
新
　
田
発
弱
権
の
現
代
的
課
題
ー
特
に
使
用
人
発
明
に
お
い
て
ー
・
－
：
．
・
－
…
・
－
：
．
：
－
・
．
・
：
：
．
・
－
：
－
：
滝
　
野
官
公
労
働
者
の
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
…
　
　
　
　
ー
最
高
裁
三
二
五
判
決
以
後
の
裁
判
所
の
動
向
を
中
心
と
し
て
ー
…
：
・
…
・
：
門
　
田
西
ド
イ
ッ
の
共
同
決
定
法
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
一
）
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
．
：
．
：
…
：
・
．
：
．
：
．
門
　
田
　
　
　
　
　
　
　
ー
共
同
決
定
権
の
歴
史
の
一
断
面
、
一
九
四
八
！
五
一
年
i
種
類
物
売
買
に
お
け
る
危
険
移
転
の
時
期
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
新
　
田
医
業
歯
科
医
業
広
告
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
．
…
：
．
－
．
・
－
り
…
・
…
・
…
ひ
…
・
：
・
…
－
高
木
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
申
　
村
民
法
一
七
七
条
の
「
第
三
者
」
の
範
囲
と
信
義
則
の
適
用
…
・
　
　
　
　
　
　
i
い
わ
ゆ
る
背
信
的
悪
意
者
を
め
ぐ
る
判
例
・
学
説
の
検
討
ー
…
：
．
：
．
：
…
・
三
　
和
西
ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
法
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
二
）
…
…
　
　
　
　
　
　
　
ー
共
同
決
定
権
の
歴
史
の
一
断
面
、
一
九
四
八
i
五
一
年
ー
…
…
…
…
門
　
田
八晴八文幸
郎一郎三吉
常
次
郎
　
　
章
八
　
郎
孝
　
二
文
　
三
信
　
男
信
　
男
孝
　
二
　
　
武
　
　
武
一
　
博
信
　
男
七
　
一
七
　
二
七
　
二
七
　
二
八
　
一
八
　
一
八
　
二
六
一
　
一
二
九
五
七
　
一
二
九
　
一
八
　
二
　
　
五
一
八
　
二
　
　
七
四
八
　
二
　
一
〇
〇
八
二
一
二
二
九
　
凶
　
　
　
一
九
　
一
　
　
三
六
九
　
一
　
　
五
九
九
二
壼
　
一
九
二
土
三
二
九
二
土
六
五
就
業
制
限
の
特
約
に
関
す
る
諸
問
題
…
・
・
日
本
に
お
け
る
政
党
内
閣
の
端
初
…
…
…
…
…
…
・
…
ー
隈
板
内
閣
の
成
立
…
－
商
事
売
買
に
お
け
る
数
量
超
過
・
不
足
の
交
付
の
法
的
効
果
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
ド
イ
ッ
の
学
説
・
判
例
の
検
討
…
－
平
和
条
約
と
私
有
財
産
…
…
…
：
立
憲
政
友
会
の
創
立
…
…
…
私
法
上
の
人
格
保
護
…
…
・
第
一
次
桂
内
閣
と
立
憲
政
友
会
…
…
緊
急
避
難
の
本
質
…
…
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
夫
婦
財
産
契
約
に
関
す
る
問
題
…
ー
第
一
部
　
婚
前
契
約
の
効
力
に
関
し
て
ー
－
権
利
に
関
す
る
若
干
の
考
察
…
…
フ
ラ
ン
ス
商
事
会
社
法
の
改
正
に
つ
い
て
…
…
自
衛
隊
法
第
二
二
条
へ
の
憲
法
的
視
点
と
実
定
的
解
釈
…
…
自
然
入
の
人
格
…
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
…
…
・
未
遂
の
教
唆
…
施
設
管
理
権
と
組
合
活
動
：
…
…
…
ー
施
設
利
用
を
め
ぐ
る
民
事
上
の
問
題
ー
：
裁
判
官
に
よ
る
法
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
K
・
ラ
レ
ン
ツ
教
授
の
所
説
を
申
心
に
i
：
構
成
要
件
該
当
性
と
違
法
性
…
…
…
…
…
…
・
・
ー
不
作
為
犯
を
中
心
と
し
て
ー
：
法
律
の
解
釈
適
用
…
…
…
…
…
憲
法
前
文
に
つ
い
て
…
…
…
：
森
　
　
　
　
　
達
：
松
　
岡
　
八
　
郎
九
　
干
一
一
　
九
六
九
　
四
　
　
　
一
：
新
：
大
：
松
・
∴
二
：
松
－
今
：
森
⊥
二
：
申
⊥
局
・
∴
二
－
武
：
田
：
門
田沢岡野岡上野村木野藤中田
孝八陽八益陽陽節政信
三
二
　
和
　
一
－
今
　
上
　
益
⊥
二
野
昌
：
中
　
条
二章郎治郎雄達治武武治義義男
　
九
　
十
　
十
　
十
　
十
　
十
　
十
　
十
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
四
　
　
三
四
τ
一
　
　
一
一
三
　
三
五
∵
二
　
七
一
三
　
　
　
一
三
　
　
三
三
四
　
　
　
一
四
　
　
二
七
一
　
　
　
一
一
　
　
二
九
一
　
　
五
九
一
　
　
九
一
一
；
一
　
　
一
二
土
　
三
一
博
　
　
十
一
　
一
；
一
雄
十
一
一
三
治
　
　
十
一
　
四
博
　
　
十
一
　
四
　
三
三
三
六
三
九
五
　
一
二
七
桂
園
時
代
と
政
党
…
…
…
都
市
賎
民
行
政
史
の
基
礎
考
察
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
東
京
の
被
差
別
部
落
と
「
乞
胸
」
部
落
の
場
合
ー
：
ス
イ
ス
労
働
契
約
法
改
正
法
案
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
労
災
補
償
の
法
構
造
（
一
）
…
…
・
営
業
上
の
標
識
の
保
護
…
…
・
・
制
限
超
過
利
息
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
…
…
ー
三
つ
の
大
法
廷
判
決
を
中
心
に
ー
；
株
主
総
会
決
議
の
暇
疵
を
争
う
訴
訟
に
つ
い
て
…
…
…
…
労
災
補
償
の
法
構
造
（
二
）
・
…
・
関
治
期
に
お
け
る
社
会
主
義
政
党
運
動
（
］
）
…
…
…
：
行
為
能
力
の
研
究
…
…
…
…
教
唆
の
未
遂
…
株
式
会
社
法
統
一
の
諸
問
題
…
…
…
…
：
ア
メ
リ
カ
刑
法
の
大
要
…
・
選
挙
を
め
ぐ
る
政
治
資
金
の
動
態
…
…
明
治
期
に
お
け
る
社
会
主
義
政
党
運
動
（
二
）
：
：
特
許
出
願
の
取
り
下
げ
と
放
棄
に
つ
い
て
…
…
権
利
主
体
と
私
法
上
の
能
力
…
…
…
：
西
ド
イ
ツ
著
作
権
法
に
つ
い
て
…
わ
が
国
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救
急
・
救
急
診
療
…
・
登
記
と
外
観
理
論
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
同
盟
国
に
お
け
る
労
務
者
共
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決
定
権
の
問
題
…
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一
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
産
業
構
造
改
善
政
策
と
中
小
企
業
法
制
の
変
遷
（
一
）
・
．
－
…
身
分
法
に
お
け
る
婚
姻
及
び
親
子
の
制
康
．
・
・
：
・
違
法
建
築
に
よ
る
生
活
妨
害
に
関
す
る
研
窄
・
－
．
．
…
民
法
上
の
権
利
と
人
格
…
…
…
・
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
産
業
構
造
改
善
政
策
と
中
小
企
業
法
制
の
変
遷
（
二
）
…
イ
タ
リ
ヤ
新
離
婚
法
に
つ
い
て
…
・
控
訴
審
で
請
求
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
判
決
主
文
の
構
成
に
つ
い
て
…
…
…
財
産
権
に
於
け
る
排
他
性
の
研
究
…
…
…
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
産
業
構
造
改
善
政
策
と
中
小
企
業
法
制
の
変
遷
（
三
）
…
…
労
働
法
の
法
典
化
と
欧
州
法
…
…
実
務
に
現
わ
れ
た
労
働
法
・
経
済
法
（
一
）
・
…
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
産
業
構
造
改
善
政
策
と
申
小
企
業
法
制
の
変
遷
（
四
・
完
）
科
学
と
し
て
の
一
般
国
法
学
…
…
・
実
務
に
現
わ
れ
た
労
働
法
・
経
済
法
（
二
）
…
…
与
生
者
の
責
任
の
法
理
（
一
）
：
ノ
ウ
・
ハ
ウ
の
法
的
性
質
（
一
）
・
・
労
働
関
係
の
承
継
に
つ
い
て
…
…
：
与
生
者
の
責
任
の
法
理
（
二
）
、
…
…
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
リ
ー
ス
業
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
：
…
…
ス
イ
ス
株
式
会
社
改
正
法
案
に
つ
い
て
…
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
入
と
行
刑
役
人
（
一
）
…
…
会
社
分
割
の
法
制
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
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∴
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五
実
務
に
現
わ
れ
た
労
働
法
辱
経
済
法
（
三
）
…
…
…
…
・
…
…
…
…
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
夫
婦
の
同
居
義
務
…
…
・
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
（
二
）
：
不
正
競
争
中
営
業
関
係
に
対
す
る
侵
害
（
英
米
法
）
　
（
一
）
…
…
・
改
正
刑
法
草
案
（
昭
和
四
七
年
案
）
に
対
す
る
批
判
…
…
ノ
ウ
・
ハ
ウ
の
法
的
性
質
（
二
）
…
・
不
正
競
争
中
営
業
関
係
に
対
す
る
侵
害
（
英
米
法
）
　
（
二
Y
…
法
律
行
為
と
意
思
自
由
…
…
…
…
・
ノ
ウ
・
ハ
ウ
の
現
物
出
資
…
・
…
…
・
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ク
法
制
化
の
諸
問
題
…
…
・
…
…
石
切
職
・
村
落
と
宗
門
入
別
…
…
…
身
分
法
と
意
思
の
諸
問
題
：
…
…
…
・
p
除
名
か
無
効
の
場
合
の
ユ
ニ
オ
ン
シ
纂
ッ
プ
協
定
に
基
づ
く
解
雇
の
効
力
：
営
業
秘
密
と
営
業
制
限
：
…
取
締
役
の
第
三
者
に
対
す
る
賛
任
…
…
一
般
業
務
約
款
と
立
法
化
へ
の
問
題
点
…
…
…
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
…
…
：
実
施
権
者
の
差
止
請
求
権
…
…
株
式
会
社
監
査
の
概
要
…
：
・
・
「
浅
草
千
東
村
・
女
溜
地
所
一
件
」
の
一
考
察
e
…
…
…
・
刑
法
を
斬
る
：
…
・
：
消
費
者
の
保
護
と
一
般
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規
制
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五
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一
第
一
次
山
本
内
閣
と
政
党
（
一
Y
…
…
・
刑
法
上
公
然
性
を
必
要
と
す
る
犯
罪
…
…
：
弁
論
主
義
理
論
の
史
的
素
描
…
・
…
鋳
物
師
株
仲
間
法
の
一
考
察
…
…
…
・
行
政
委
員
会
…
…
…
第
一
次
山
本
内
閣
と
政
党
（
二
完
）
…
…
…
額
面
株
式
か
無
額
面
株
式
か
…
…
…
：
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
部
改
正
（
組
合
法
）
に
つ
い
て
：
…
・
安
中
藩
領
・
長
吏
等
役
人
の
盗
賊
逮
捕
・
吟
味
事
件
簿
…
…
…
…
　
…
近
世
・
関
東
警
察
法
制
史
関
係
文
書
ー
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
テ
ロ
行
為
と
ワ
ル
ソ
ー
条
約
…
…
　
1
第
一
七
条
に
よ
る
航
空
会
社
の
責
任
ー
こ
れ
か
ら
の
弁
護
士
…
…
1
法
曹
養
成
制
度
改
革
の
諸
閥
題
ー
：
第
二
次
大
隈
内
閣
の
成
立
：
…
…
…
航
空
機
の
耐
空
証
開
・
型
式
証
明
と
航
空
事
故
調
査
制
度
…
契
約
目
的
と
債
務
関
係
…
衡
平
法
に
お
け
る
普
通
法
と
の
融
合
と
将
来
…
…
…
・
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
…
：
西
ド
イ
ッ
連
邦
大
統
領
…
…
：
原
状
回
復
的
救
済
論
…
営
業
秘
密
の
保
護
…
：
…
…
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五
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団
体
観
光
一
括
旅
行
契
約
法
の
概
観
…
…
…
ー
西
独
旅
行
契
約
法
え
の
展
望
ー
：
第
二
次
大
隈
内
閣
の
施
政
り
…
…
妨
害
排
除
講
求
権
に
お
け
る
理
論
的
根
拠
の
研
究
日
…
：
取
締
役
の
報
酬
り
…
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
労
務
者
共
同
決
定
権
の
在
り
か
た
…
－
　
；
共
同
決
定
権
と
労
働
協
約
と
の
交
錯
ー
契
約
内
容
と
行
為
基
礎
…
・
…
妨
害
排
除
請
求
権
に
お
け
る
理
論
的
根
拠
の
研
究
口
…
…
新
株
発
行
無
効
の
原
因
に
つ
い
て
…
…
…
…
予
備
罪
の
諸
問
題
・
…
…
第
二
次
大
隈
内
閣
の
施
政
（
二
）
：
英
国
衡
平
法
に
お
け
る
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の
素
描
…
…
…
：
改
正
商
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後
の
株
式
制
度
…
…
…
…
…
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行
為
…
第
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（
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・
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…
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面
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権
利
保
護
の
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益
に
つ
い
て
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省
察
…
…
　
ー
行
政
処
分
の
取
消
訴
訟
を
中
心
と
し
て
ー
秘
密
信
託
（
ω
①
R
露
炉
誘
け
）
に
っ
い
て
…
…
・
ス
イ
ス
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
お
け
る
直
接
民
主
制
…
…
　
ー
…
カ
ン
ト
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
場
合
を
中
心
と
し
て
1
第
二
次
大
隈
内
閣
の
施
政
（
四
Y
…
行
政
の
守
備
範
囲
論
…
…
…
　
ー
行
政
と
市
民
（
私
入
）
と
の
責
任
分
界
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
1
企
業
担
保
制
度
の
客
体
…
…
私
権
の
生
成
と
そ
の
本
質
…
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－
　
ー
実
体
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と
訴
訟
法
と
の
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の
闘
題
と
し
て
ー
航
空
旅
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運
送
に
お
け
る
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全
配
慮
義
務
と
責
任
…
…
…
－
共
犯
に
お
け
る
正
犯
行
為
の
構
造
的
地
位
（
三
）
…
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ざ
き
れ
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質
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の
実
態
を
分
析
…
…
…
…
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ホ
ン
ネ
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ナ
マ
の
姿
を
探
る
ー
高
齢
者
福
祉
の
た
め
の
信
託
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活
用
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金
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融
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に
つ
い
て
…
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担
保
法
の
課
題
…
：
　
…
イ
ギ
リ
ス
浮
動
担
保
を
礎
と
し
て
ー
刑
法
に
お
け
る
行
為
論
の
基
礎
…
：
…
・
：
…
…
：
ス
イ
ス
の
カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
直
接
民
主
制
8
…
…
…
…
…
：
安
全
配
慮
義
務
に
関
す
る
一
考
察
…
…
…
…
…
…
・
；
…
…
秘
密
信
託
（
ω
・
9
曾
臼
摸
翰
）
の
特
異
性
に
つ
い
て
…
…
－
渡
部
吉
隆
　
　
二
七
　
禰
一
－
浅
　
野
　
裕
　
司
・
・
関
　
根
　
照
　
彦
：
松
　
岡
・
・
坂
　
田
：
小
　
林
：
渡
　
部
二
七
二
七
八
　
郎
　
　
二
七
　
二
期
　
雄
　
　
二
七
　
二
秀
　
年
　
　
二
七
　
二
吉
　
隆
　
　
二
八
　
叫
・
浅
　
野
　
裕
　
司
・
高
　
橋
　
則
　
夫
－
坂
　
田
　
期
　
雄
・
浅
　
野
　
裕
　
司
－
小
　
林
秀
　
年
：
岡
・
・
関
：
山
；
浅
二
八
　
一
二
八
　
一
二
八
　
二
一
五
三
三
　
一
二
五
四
七
　
一一
九
八
九
　
一
二
八
　
二
　
　
七
七
二
八
　
二
　
一
〇
一
村
　
治
　
信
　
　
二
九
根
　
照
彦
　
　
二
九
田
　
恒
　
夫
　
　
二
九
野
　
裕
　
司
　
　
二
九
　
　
　
　
　
三
三
九
一
　
　
　
一
一
　
　
二
九
一
　
　
五
三
二
　
　
　
一
三
四
〇
選
挙
権
と
政
治
的
自
由
論
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
資
　
　
料
米
国
外
交
政
策
の
一
考
察
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
に
つ
い
て
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
法
制
史
料
類
集
…
…
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
法
制
史
料
類
集
ω
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
ヨ
！
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
規
則
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
天
保
農
民
一
搬
と
非
人
の
動
向
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
甲
斐
国
都
留
郡
内
領
「
非
人
人
別
帳
」
に
よ
る
ー
：
．
…
　
　
　
荒
西
独
新
株
式
会
社
法
正
文
（
一
）
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
独
新
株
式
会
社
法
正
文
（
二
Y
…
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
独
新
株
式
会
社
法
正
文
（
三
）
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
独
新
株
式
会
社
法
正
文
（
四
）
…
…
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
紹
　
　
介
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
育
テ
レ
ビ
の
法
的
諸
問
題
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
顧
9
。
ぴ
富
巧
冒
¢
讐
9
。
一
誌
所
掲
論
文
の
紹
介
と
し
て
ー
…
…
…
　
　
三
U
び
田
き
ω
ω
毘
①
び
N
弩
⇒
お
妻
Φ
一
ε
α
震
国
讐
ω
o
ぎ
箆
琶
α
q
燐
ぴ
R
蝕
①
諺
霧
儀
①
の
湊
霧
嘆
8
冴
び
。
一
＜
。
霊
冨
臨
§
σ
Q
窪
ぎ
N
三
冒
。
舅
ω
お
8
（
ω
。
ぼ
捧
8
凶
毒
ギ
。
器
ω
馨
9
瞥
ゆ
輿
ω
Y
－
白
書
　
　
評
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
る
政
党
の
成
立
」
…
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
谷
勝
男
　
二
九
二
木井井井桝村村村村井
周
太
郎
貢
次
郎
貢
次
郎
貢
次
郎
　
　
武
貢
次
郎
　
　
武
　
　
武
　
　
武
　
　
武
和
　
一
　
博
川
和
二
九
二
　
一
　
一
四
七
三
　
一
　
二
九
五
　
二
　
　
八
三
六
　
一
　
　
九
三
七
　
二
　
　
七
七
十十十九八
四三マ四一
四
九
六
八
一
〇
一
五
三
五
七
三
　
一
　
＝
二
七
雄
十
三
手
四
六
一
西
　
恒
　
也
九
一
工
一
一
一
〇
五
書
　
　
　
評
…
判
例
研
究
公
法
判
例
公
衆
浴
場
法
第
二
条
に
委
任
す
る
条
例
の
規
定
に
違
反
す
る
許
可
処
分
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
と
し
て
既
設
公
衆
浴
場
営
業
者
は
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
か
…
・
…
国
家
公
務
員
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
い
う
「
秘
密
」
の
認
定
に
は
「
秘
」
文
書
の
内
容
の
秘
密
性
の
有
無
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
か
…
…
…
あ
ん
摩
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
及
び
柔
道
整
復
師
法
第
七
条
（
広
告
制
限
）
の
合
憲
性
・
…
保
険
医
の
指
定
と
戒
告
（
行
政
措
置
）
．
…
．
．
．
大
学
の
自
治
と
学
生
の
集
会
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
－
…
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
の
効
力
．
．
：
…
：
．
憲
法
第
二
六
条
第
二
項
後
段
の
義
務
教
育
の
無
償
と
は
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
か
…
…
線
香
護
摩
に
よ
る
加
持
祈
祷
の
行
と
信
教
の
自
由
の
限
界
．
。
．
．
医
業
類
似
行
為
の
観
念
に
つ
い
て
．
．
．
．
国
立
病
院
に
お
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
の
過
大
照
射
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
国
家
の
賠
償
責
任
を
認
め
た
一
事
例
：
：
：
…
・
．
…
…
…
優
生
保
護
法
第
二
八
条
違
反
の
罪
の
成
立
を
認
め
た
事
例
…
…
：
市
議
会
議
員
の
除
名
処
分
は
行
訴
法
第
二
〇
条
に
い
う
裁
量
行
為
に
当
ら
な
い
な
ど
．
。
公
法
判
例
…
：
－
中
　
村
：
高
　
木
⊥
局
　
木
：
高
　
木
：
高
　
木
⊥
局
　
木
－
中
　
条
武
　
　
十
七
　
二
　
　
七
三
武武武武武博
：
高
木
　
　
　
武
－
鎮
　
西
恒
　
也
－
高
木
　
　
　
武
：
高
　
木
：
高
　
木
：
高
　
木
：
高
　
木
三
　
二
　
一
〇
三
四
　
一
九
一
五
　
一
　
　
七
九
六
　
こ
　
　
八
叫
七
　
一
　
　
八
三
七
　
二
　
　
九
一
八
　
一
　
　
七
九
八
　
二
　
一
四
六
九
　
一
　
　
七
四
武
　
　
　
十
　
工
一
武
　
　
十
三
　
一
武
　
　
十
三
　
二
武
　
　
二
五
　
一
　
三
四
一
一
四
五
二
二
五
七
九
一
五
五
公
法
判
例
：
…
…
公
法
判
例
…
・
…
…
・
公
法
判
例
…
…
：
…
公
法
判
例
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
民
事
判
例
適
法
な
転
貸
借
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
解
約
申
入
れ
の
「
正
当
事
由
」
の
判
定
：
不
動
産
の
二
重
売
買
の
場
合
に
お
い
て
一
方
の
買
主
に
対
す
る
債
務
の
履
行
不
能
に
な
る
時
：
…
敷
金
の
法
律
的
性
質
…
…
新
株
発
行
無
効
講
求
事
件
…
相
続
入
は
民
法
一
九
七
条
一
項
の
承
継
入
に
あ
た
る
か
…
・
遺
産
を
構
成
す
る
不
動
産
の
共
有
持
分
を
譲
り
受
け
た
第
三
者
の
共
有
分
割
の
訴
ほ
か
…
名
困
元
本
と
実
在
元
本
と
の
差
額
に
対
す
る
約
定
利
息
の
支
払
と
元
本
へ
の
弁
済
充
当
、
お
よ
び
過
大
催
告
の
効
力
…
公
労
法
第
一
七
条
違
反
の
争
議
行
為
と
刑
事
免
責
…
…
…
運
送
取
扱
人
な
い
し
運
送
人
に
対
す
る
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
競
合
…
…
い
わ
ゆ
る
「
宴
の
あ
と
」
事
件
の
判
決
に
つ
い
て
…
…
…
…
・
内
縁
の
夫
死
亡
後
そ
の
所
有
家
屋
に
居
住
す
る
寡
婦
に
対
し
て
亡
夫
の
相
続
人
の
し
た
家
屋
明
渡
し
請
求
が
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
…
…
⊥
局
　
木
よ
局
　
木
・
・
高
　
木
：
高
　
木
　
コ
西
二
武
　
　
二
五
　
二
武
　
　
二
八
　
一
武
　
　
二
九
　
一
武
　
　
二
九
　
二
・
・
遠
藤
厚
之
助
⊥
二
和
一
博
：
遠
藤
厚
之
助
：
平
尾
　
賢
三
郎
：
遠
藤
厚
之
助
三
二
和
一
博
⊥
二
和
一
博
；
門
　
田
　
信
　
男
：
森
　
　
　
　
　
達
三
二
和
一
博
：
遠
藤
厚
之
助
九
三
ご
＝
二
九
一
七
一
三
　
二
　
一
〇
九
四
　
一
　
　
九
七
五
　
一
　
　
八
五
五
　
二
　
　
九
五
六
　
二
　
　
八
七
六
　
二
　
　
九
三
七七
八
九
一
九
五
八
　
一
　
　
八
五
八
　
二
　
一
五
五
九
　
一
八
二
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
う
る
者
…
…
　
　
　
　
　
ー
最
近
の
二
つ
の
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決
を
め
ぐ
っ
て
ー
…
－
－
病
院
ス
ト
と
第
三
者
に
た
い
す
る
ピ
ケ
の
正
当
性
f
順
天
堂
大
学
事
件
ー
－
－
…
未
成
年
者
の
契
約
能
力
…
…
不
動
産
所
有
権
の
取
得
時
効
と
登
記
の
要
否
（
消
極
）
：
短
期
借
地
契
約
に
お
け
る
借
地
権
の
存
続
期
問
…
…
株
式
会
社
に
お
い
て
退
職
役
員
慰
労
金
額
・
時
期
・
方
法
等
を
取
締
役
会
に
一
任
し
た
株
主
総
会
の
決
議
の
効
力
…
…
－
民
事
判
例
：
…
…
…
：
…
民
事
判
例
…
…
…
・
民
事
判
例
…
…
・
民
事
判
例
…
…
民
事
判
例
…
…
：
…
・
…
・
…
刑
事
判
例
中
止
未
遂
と
実
行
々
為
の
終
了
の
時
点
…
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
い
わ
ゆ
る
丹
沢
山
中
殺
人
未
遂
事
件
判
決
ー
…
…
駅
員
の
酔
客
に
対
す
る
注
意
義
務
の
限
界
…
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
西
武
鉄
道
保
谷
駅
事
件
上
告
審
判
決
1
…
－
一
時
停
止
の
指
定
の
あ
る
道
路
を
交
差
す
る
左
右
の
見
通
の
十
分
で
な
い
交
差
点
に
進
入
す
る
自
動
車
運
転
者
の
注
意
義
務
と
信
頼
の
原
則
…
…
…
…
…
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
写
真
撮
影
が
許
さ
れ
る
限
界
…
…
…
－
一
二
：
門
：
森
三
二
－
一
二
和
　
一
　
博
田
　
信
　
男
　
　
　
　
達
和
　
　
　
博
和
　
　
　
博
－
武
　
藤
　
節
－
位
野
木
　
益
－
武
　
藤
　
節
－
盛
　
岡
　
一
・
盛
　
岡
　
一
：
田
　
中
義雄義夫夫学
－
今
　
上
　
益
　
雄
－
今
　
上
　
益
　
雄
：
今
　
上
　
益
・
今
　
上
　
益
　
九
　
九
　
十
十
三
十
三
十
三
二
五
二
五
二
六
二
九
二
九
四
　
｝
〇
五
四
　
二
四
三
　
　
八
五
一
　
一
四
五
亭
四
　
七
五
亭
四
　
八
一
一
　
一
四
七
二
　
　
九
九
一
　
　
七
九
二
　
　
七
七
二
　
　
八
九
九
干
三
一
二
三
十
　
四
　
　
七
九
雄
　
　
十
三
　
一
雄
十
三
早
四
　
三
四
三
一
五
一
八
七
三
四
四
刑
事
判
例
：
刑
事
判
例
：
刑
事
判
例
：
社
会
法
判
例
病
院
ス
ト
と
第
三
者
に
対
す
る
ピ
ケ
の
正
当
性
・
：
・
：
・
企
業
内
政
治
活
動
禁
止
条
項
と
懲
戒
…
…
…
…
そ
の
他
故
高
橋
静
一
先
生
　
略
歴
遺
影
著
書
論
文
目
録
…
故
高
橋
静
一
先
生
追
悼
号
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
発
行
の
辞
－
故
角
田
幸
吉
先
生
の
面
影
…
故
角
田
幸
吉
教
授
遺
稿
ー
儒
家
と
法
家
ー
…
…
…
・
新
申
国
と
儒
教
…
…
…
：
：
今
上
益
雄
：
長
島
　
　
敦
：
今
上
益
雄
：
門
田
信
男
：
水
野
　
　
勝
三
二
　
田
　
高
三
郎
－
清
水
虎
雄
：
角
田
幸
吉
：
角
田
幸
吉
二
六
　
一
　
七
一
二
六
二
　
九
一
二
九
　
一
　
九
七
十
三
　
二
　
　
八
九
十
三
　
芋
四
　
九
七
…
：
四
　
二
　
四
　
二
十
二
　
一
　
　
一
十
二
　
一
　
　
五
十
二
　
一
　
　
一
〇
